
（８）申請のオンライン化について
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医療費助成の申請に係るオンライン化のニーズ

○ 難病患者及び小児慢性特定疾病児童等の保護者に対するアンケートによる
と、医療費助成の申請について、「オンライン（インターネット）から申請を
行ってみたい」との回答が約７割であった。

（n=765）
（人）

（n=328）
（人）

（注）小児慢性疾病患者の回答には、20歳以上の小児慢性疾病に罹患している者、小児慢性疾病に罹患している者の保護者の
回答も含んでいる。

（資料出所）厚生労働省健康局難病対策課調べ「指定難病患者及び小児慢性特定疾病児童等に関するWEBアンケート調査」
（平成30年10月）
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オンラインによる申請を利用したくない理由
○ 「これまでどおり紙での申請をしたい」と回答した者について、オンライン

による申請を利用したくない理由をみると、「紙の方が申請しやすい」(約
50％)、「個人情報の漏洩が懸念される」（約45％）との回答が多かった。

（注）小児慢性疾病患者の回答には、20歳以上の小児慢性疾病に罹患している者、小児慢性疾病に罹患している者の保護者の
回答も含んでいる。

（難病：n=196、小慢：n=328）
（人）

（資料出所）厚生労働省健康局難病対策課調べ「指定難病患者及び小児慢性特定疾病児童等に関するWEBアンケート調査」
（平成30年10月）
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